































性期に、細胞のアラームシグナルとして働く ATP の放出通路として、Maxi-Cl ア
ニオンチャネルが使われていることを世界で初めて発見しました。 
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る ATP 放出にも SLCO2A1 が関与していることを示しました（図 2）。 
さらに SLCO2A1 タンパクのプロスタグランジン輸送機能を阻害することが知
られる薬剤や、PGT 機能を減少させる SLCO2A1 の変異によって、Maxi-Cl チャ
ネルの活性化が顕著に抑制されることを示しました。この事実は、SLCO2A1 タ
ンパクが Maxi-Cl と呼ばれる ATP 放出性イオンチャネルと、PGT と呼ばれるトラ
ンスポータという 2 つの重要な機能を併せ持つことを示しています（図 3）。 
Maxi-Cl チャネルのコア分子が見つかったことで、Maxi-Cl チャネル機能のさら







本研究は、日本学術振興会の H26-29 年科学研究費補助金基盤研究 B「ATP 放
出性マキシアニオンチャネルの分子同定と心筋虚血・再灌流障害への役割解明」
（代表者：岡田泰伸 総研大前学長）、H28-30 年基盤研究 C「ATP 放出性 Maxi-Cl
チャネル関連分子の解析」（代表者：岡田俊昭 生理研特任准教授）による支援
を受けて行われました。 
 なお、本研究論文内容とその重要性は、本論文掲載誌の News & Review 記事












































た。同定された分子は SLCO2A1（solute carrier organic anion transporter family, 
member 2a1）タンパクでした。 








放出に SLCO2A1 がその通路として関与することを示しました。 
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ATP 受容体  
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 マウスの心臓を用いて虚血－再灌流モデルを作成し、再灌流直後に ATP が心臓
の細胞から放出されることを示しました（左下グラフ）。グラフの青棒が放出さ
れた ATP 量、灰色棒は虚血期間を表しています。事前に SLCO21 タンパクの発現
をノックダウンしておくと、放出される ATP の量が減少する（右下グラフ）こと















































コントロール SLCO2A1 ノックダウン 
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